
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022年 12月作成 

 

千葉県レクリエーション協会 

広報部作成 

 

（普及のための補足参考資料） 

令和 3年（2021年）12月 18日(土) チャレンジ・スポーツ講習会 

（一社）新潟レク協会 講師渡辺耕司先生からの実技説明からの抜粋内容 

 

Ver.４ 
 

床上のカーリング 

㊙ 
改訂版 



１．本ゲームの開発経緯 

  北見市レクリエーション協会（以下北見レク）の佐藤宮子先生は、カーリングの藤澤五月選手の指導を 

した方で、その方から新潟県レクリエーション協会（以下新潟レク）渡辺耕司先生に、もっと手軽にカーリ 

グが出来ないかという開発の依頼があり、新潟レクと北見レクの共同開発で出来たスポーツ（ゲーム）。 

今ではリモートで、全国大会もおこなわれている。 

 

２．アタック・ファイブの特徴 

カーリングの要素を持ち以下の特徴があり、一般の人でも楽しめる。 

①「用具にお金がかからないこと。」 

②「コートの割に多くの方が楽しめる。」 

③「子供から高齢者まで一緒にゲームができる。」 

④「ルールが簡単。」 

 

３．競技人数 

アタック・ファイブの競技人数は、 1チーム 3名からもできるゲーム。 

  6人であれば、チーム内で交代して投げることもできる。 

推奨は、1チーム 5人で 4チーム、計 20名。 

 

 

 

 （この部分は読まなくても良い） 

●《参考資料》 カーリング競技を知りたい方へ 

カーリングは４人です。リード、セカンド、サード、スキップ（リーダー）の順で 1人２投ずつ、相手チーム 

と交互に投げます。ハウス（的）の中心にストーン入れて得点を競います。 

競技時間は２時間３０分で、1チーム８投で両チーム合わせて合計 16回投げると 1エンドが終わる。 

それを１０エンドおこない勝敗を競う競技。 

 

 《チーム構成》 

 カーリングは 4人 1チームです。 

ポジションごとに名称と役割があります。 

 

ポジション名と投球順序 

ポジション名と投球順序は以下のとおりです。 

リード 

セカンド 

サード 

スキップ 

 

 

投げる順番は普通はスキップが最後ですが、最後でなければならない決まりはなく、どの順で投げても 

かまいません。 

写真-１ よく見るカーリング場面 



スキップが最後以外に投げる時は、最後の投球者はフォースと呼ばれます。 

 

例えばスキップがセカンドの順に投げる時は、投球順序は以下のようになります。 

 

リード 

スキップ 

サード 

フォース 

また、補欠は１人で、リザーブといいます。 

 

 

 

（ポジションごとの役割） 

リード、セカンドは自分の投球以外は主にスウィーピングをします。 

アイスを読んでウェイトを計り、スキップに伝える事で作戦が機能します。 

この二つのポジションのことをフロントエンドといいます。 

 

サードはスキップの補佐的な役割で、スキップが投球する時はサードがハウスに立って指示を出します。 

作戦の組み立てにも参謀的な立場で参加し、フロントエンドとスキップとの意思の疎通を手伝います。 

また、カーリングにとって重要なゲーム開始時の先攻後攻を決めるコイントスはサードの仕事です。 

 

 

最も重要なポジションがスキップで、チームのリーダー的存在です。 

作戦を組み立て、指示を出してゲームを進めます。 

 

スキップは自分の投球以外は常にハウスの中に立ってスウィーパーに指示を出します。 

スキップが投球する時はサードが代わりにハウスの中に入って指示を出します。 

 

主にスキップが最後の 4人目としてラストストーンを投げます。 

 

出典元：カーリング Japan 

              チーム構成 | カーリング Japan (curlingjapan.com) 

 

投入者、ブルーム（ブラシ２人）と指示を出すリーダー（スキップ）がいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-２ カーリングチームは５人 

https://www.curlingjapan.com/team/


４．用具の説明 

アタック・ファイブをおこなうには、次のものが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４－１．的（まと） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊基本は１ｍ×１ｍですが、持ち運びの関係で９０ｃｍ×９０ｃｍに今回なっている。 

耐水紙に印刷して、シートを置いて養生テープ四隅を貼ってあるだけです。 

写真-３ アタック・ファイブの用具 

 

写真-４ ペイントしない的 

 

的の大きさは９００ｍｍ～１０００ｍｍ（１ｍ）で、 

色が付いていなくても、点数を記入することでも作れる。 

図１ アタック・ファイブゲーム的の寸法図 



４－２．ストーンの種類と数量（重さ） 

  ストーンは、いらなくなった CD とガムテープの芯などから作られたものです。 

色は赤色、青色、黄色、白色の４色（図２）からなっています。各々５個使います。 

競技（ゲーム）中に壊れることもあるので、各色ともにスペアがあった方が望ましいでしょう。 

競技中に、割れたり、欠けたりしたストーンを使うと大きながケガのもとになります。 

壊れた場合は、無理して使わず、スペアと交換してください。 

 また、壊れたストーンの破片はガムテープなどで回収して、床上に落ちていないことを確認後、 

競技を再開してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ ストーンの形状と色 

図３ アタック・ファイブゲーム ストーン立体構造図 

100 
＊塩ビ管（薄肉）VU４０ 

＊ストーンの重さは、９０ｇ～１１０ｇの範囲 

 ＊赤・青・黄・白ガムテープを巻く  

＊CD３枚で１００ｇ 



４－３．シリコンスプレー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※シリコンスプレーは、直接床に吹き付けないと、他者が転倒ケガをする場合があるので厳禁。 

４－４．得点ボード 

 各チームが得点がわかれば、ホワイトボードでなくても良い。 

 

５．コートの広さ 

コートの広さは最低８ｍ×８ｍの大きさが必要。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1チーム：５名(３～６名) 

時計回り 
（右回り） 

写真-５ ストーン用シリコンスプレー 

５ ペイントしない的 

 

８m 

図４ コートの寸法図および配置と投げる順番 

８m 

８
m

 



 

６．投げ方 

ストーンの投げ方は自由です。膝をついて投げても OKです。ただし、決められたエリアの内側から 

投げなければならない。 

 

基本は３本（親指、人差し指、中指）で投げます。 

薬指は添えるような形になります。 

 

写真-６は、渡辺講師からの持ち方見本です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．審判員 

令和 3年(2022年)12月 18日チャレンジ・スポーツ講習会参加者は、全員が審判員の登録します。 

正式名称は、『アタック・ファイブ普及指導員』に一般社団法人新潟県レクリエーション協会の講師 

渡辺耕司先生が登録致します。 

 

８．ルール 

     

  ＊１チーム（３人～５人）、５人で、４チームでおこなう競技です。一人 1投です。 

 

１）各チームキャプテンが審判の合図で集合する。 

 

２）各チームキャプテンがジャンケンにより①コーナーと②ストーンの色（カラー）を決める。 

  ＊最初に投げるのは場所ではなく、ジャンケンで１番になったチームから投げる。 

  ＊ジャンケン 1番（先攻）が不利なゲームです。２番目になったチームが有利。 

  ＊各コーナーを見て、滑らない所は最後にくるように、場所を選択する。 

 

３）順番が決まったら各チームに戻り、審判の合図でゲームが開始となる。 

 

４）ジャンケンで一番になったチームから、時計回りで審判により順番に各チームが１投ずつ投入する。 

必ず決められたコーナーの内側から投入する。 

※投げ方は自由で、膝をついても OKです。 

また、投げたストーンは、相手チームのストーン又は、味方のストーンに当てても OKです。 

 

５）第１投➙第 2投➙第 3投➙第 4投➙第 5投が終了したら、審判は得点確認のため 

キャプテンを集合させて全チームの得点を確認する。 

写真-６ ストーンの持ち方 

 



 

 

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６）1回戦が終わったら時計回りにコーナーをひとつ移動し、２回戦を開始するが、 

その際の先攻は、最高得点を獲得したチームとする。 

また、キャプテンは移動する際は自チームの色、ストーンを５個持ち移動すること。 

＊得点は、ホワイトボード（表１参照）にチーム（色別）に得点を書いてゆく、その場合 

得点の集計も書いてゆくと、得点が高いチームが分かりやすい。 

 

２回戦目は、投げる順番を変えても OKです。 

2回戦第１投➙第 2投➙第 3投➙第 4投➙第 5投が終了したら、審判は得点確認のため 

キャプテンを集合させて全チームの得点を確認する。 

＊2回戦目は、投げる順序を変えても OK。 

 

７）２回戦が終わったら時計回りにコーナーをひとつ移動し、３回戦を開始するが、 

その際の先攻は、最高得点を獲得したチームとなる。例えば、２回戦の得点結果が赤・白 

同点の場合は、前の回の得点が多いチームが先攻となる。（この場合は表１より赤が先攻になる。） 

 

８）以下３・４回戦と進め合計点数が多かったチームが優勝する。 

※ ゲーム中にコート内に入ることができるのは、キャプテンのみとする。 

他の選手がコート内に入った場合は、審判は１度注意する。 

それでもコートに選手が入った場合は、イエローカードとする。 

 

時計回りで、投入順序が決まっているのに間違って順番を飛ばした場合もイエローカードとする。 

 

また、選手が投入時にラインから足が出ていると、１度注意する。 

それでも次に足がラインから出た場合は、イエローカードとする。（写真-７，８参照） 

 

１回目イエローカード（注意）、 

２回目レッドカードでその回の投球と次の回に投げることができないことになる。 

＊投げたストーンが強すぎて相手コーナーまで届いて邪魔になる時は審判が没収コーナーに置く。 

ただし、それ以外のストーンはそのままにしてからおく。 

 

２ １ ３ ４ 計 

赤 １５ １７ 

白 １３ １７ 

青 ２１ １５ 

黄 ９ １３ 

表１ 得点表の記入例 

 



 

＜ストーン投入時に足の位置 NG・OKの例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

+     

その他ゲーム進行の詳細は、審判講習会で確認してください。 

 

９．得点の数え方 

 

得点の数えかたは、最終的に穴から見ておこなう。（なるべく真上から除く、但し的は踏まないこと。） 

色の面積で判断する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ただし、白色のエリアにストーンがかかっている 

場合は１点と数える。 

 

 

 

 

 

写真-７ 足がライン内側から出ている NG 写真-８ 足がライン内側にある OK 

１ｍ 

穴拡大 

赤の面積多い（5点） 

写真-９ ストーンの位置で得点を見る見方 その１ 

写真-１０ ストーンの位置で得点を見る見方 その２ 



 

９－１．ストーンが起きた場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９－２．具体例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-１１ ストーン起こし方 図５ 正しいストーンの起こし方 

5 点では

なく 1点 

写真-１２ 赤 5点に見えるが 写真-１３ 起こすと白 1点 

３ 点では

なく５点 

写真-１５ 起こすと赤 5点 写真-１４ 青３点に見えるが 



 

９－２．この場合どうするの ？ 

 

  ＊ストーンがバラバラに外れた場合、下の CDの穴の色で点数を数える。 

 

９－３．試合終了後の得点を数えてみよう（例題） 

 

 

左の写真１６は試合が終わった状態。 

 

審判は各チームのキャプテンを 

集合させてから、審判が誰でもわかるよ

うに得点を集計する。 

 

 

まず。的に入っていないストーン０点 

写真１７のように集める。 

 

 

 

 

次に、白色エリア 1 点のストーンを各チ

ーム色別に並べて、写真１７のように  

１点の列に置く。 

同じ点数であれば、積み上げてゆく。 

 

次に青色エリア３点のストーンを 

先ほど並べた各チーム位置ごとに３点

の列に並べる。 

同じ点数であれば、積み上げてゆく。 

 

 

写真―１６ 試合終了後の状態 

写真―１７ 得点集計状態 



 

次に赤色エリア５点のストーンを各チーム色ごと

に５点の列に並べてゆく。 

同じ点であれば、積み上げてゆく。 

各チームごとに審判が得点を集計する。 

 

得点に意義がある場合は、直ちにキャプテンだけ

が、審判に意義を申し立てることができる。 

得点は、写真１８のように集計ボードに記入される。 

 

問題なければ、次の試合と進む。 

 

１０．試合の進め方（戦術） 

 

 先攻が不利なゲームです。 

 １投目、2投目は、ガードストーン（相手チームの投入する場所に妨害するためのストーン） 

の考え方で、対面する相手チームの場所に強めに投げて邪魔をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ② 

③ ④ ＊ハッチング部分ガードストーンエリア 

㋑ 
 

㋺ ㋩ 
㋺ 黄色が青に対して 

ガードストーン（邪魔する。） 

 ㋑ 黄色が青に対して 

ガードストーン（邪魔する。） 

 ㋩ 黄色が赤に対して 

ガードストーン（邪魔する。） 

＜ポイント＞ 

＊ 1回戦では、㋺に投げる。 
相手が当てて、黄色が的の中に 

入ることも計算して投げること。 

写真―１８ 得点ボードへの記入 

図６ ガードストーンの考え方 



そして、３投目からは、相手のストーンをクラッシュして飛ばし得点させない。 

 

 ４投目、５投目が大事になります。ここから得点を取りにゆきます。 

ですから、キャプテンだけは近くに行ってストーンの状態を実際に目で確認して、自チームの 

次の投げる人に、具体的に指示を与えることができます。また、キャプテンは標的を踏まない限り、どこにでも

入り立つこともできます。 

ただし、投入されたストーンが足に当たった場合は退場となります。 

 

 

得点の集計が終わったら、キャプテンは自チームの色のスト―ンを全部の持ち、時計回りで、 

次のコーナーに移動する。 

 

得点が多いチームの独走を許さないために、対面するコーナーチームはガードストーンになるように意識し

て投入する。ただし、やり過ぎると自チームの得点にはつながらない。 

4回戦おこなって、合計得点が多いチームが優勝です。 

 

＊同点の場合は、サドンデスをおこなう。その場合、チームの代表者ジャンケンで先攻、後攻を 

決める。同じ場所から、各々1投ずつでストーンを投げ、赤いエリアに入れる。例えば、最初に投げた者が赤の

エリアに入れ、後攻の者が外せばそこで終了。また、最初に赤のエリアにストーンを入れたが押し出されて後

攻のストーンが赤のエリアに残ればそこで終了。 

 

 優勝するには、4回戦とおして得点が１桁がないようにすると良い。 

 

１１．【全国大会】 

 

  例えば、千葉県で２月１日～２月２８日までの間に大会を開催した場合、「写真３枚」と「結果」を新潟レク 

渡辺先生に送付すれば、全国で順位を決めて、優勝していれば賞状を送ります。得点を競います。 

 昨年（２０２０年）はリモートで、５２チーム参加でした。栃木、茨城は参加していました。 

 昨年(2021年)の最高得点は、７３点でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

一般社団法人 新潟県レクリエーション協会 

TEL：025-287-8709 

受付時間：9:00～17:00（平日） 

レクリエーション用具の販売 No5 アタック・ファイブ 

•  レクリエーション用具の販売 No5 アタック・ファイブ 

 

 2021年 12月 22日   

チャレンジ・スポーツ講習会やレク式体力チェック普及指導員養成講習会で大好評の新潟県  

レクリエーション協会で考案した用具を販売いたします。①多種目のあそびで活用できること  

②多くの人数で楽しむことができること ③広い場所を必要としないこと ④ルールが簡単で  

こどもから中高年まで一緒に楽しめること ⑤安価であること等をコンセプトに作成しました。 

〇アタック・ファイブ用ストーン  ３,５００円 

〇アタック・ファイブ用 ターゲット 小２,０００円  大２,５００円    

〇セット価格 ５,０００円  ５,５００（税込み・送料別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://niigata-rec.com/%e3%83%ac%e3%82%af%e3%83%aa%e3%82%a8%e3%83%bc%e3%82%b7%e3%83%a7%e3%83%b3%e7%94%a8%e5%85%b7%e3%81%ae%e8%b2%a9%e5%a3%b2%e3%80%80no5%e3%80%80%e3%82%a2%e3%82%bf%e3%83%83%e3%82%af%e3%83%bb%e3%83%95/


【ストーン自作のための参考資料】 

 

 

 

 

(1) 「呼び径」は、パイプの太さを表す「呼称」だと思っていればいい！！ 

(2) 「呼び径」は、パイプの「外径」や「内径」ではない！！ 

この２つのことを押さえておけばよいかと・・・・ 

つまり・・・ 

「外径」や「内径」とは別に、「呼び径」という管の太さを表す言葉があるという認識でよいかと・・・ 

（補足）塩ビ管の「呼び径」を「内径」のことだと思われている方もいますが、厳密に言えば違います。 

「VP（厚肉管）」の場合は、「呼び径」と「内径」は、ほぼ一致しますが・・・ 

「VU（薄肉管）」の場合は、「呼び径４０ｍｍ」の場合、「なお内径４４ｍｍ」となります。 

「外径」、「内径」については、下の図で示したとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ ガムテープ芯の外径が８０ｍｍ、内径７５ｍｍ、幅５０ｍｍ（ストーン高さ） 

左の写真のストーンが安く、

手間をかけずに 

たくさん作る方法はあるか？ 



〇アタック・ファイブ用ストーン  ３,５００円（新潟レクリエーション協会から購入価格） 

ストーンの原価 

    ３，５００円÷２０個＝145円/1ストーン ＞以下の価格作れるか？ 

◆自作の場合 （計算例） 

一般のネット通販価格： CD １００枚 価格２,０００円＋送料５５０円＝２,５５０円 

※ CD100枚でストーン５０個製作可能 （*ただし、残りを在庫で持つと赤字） 

＊CDは購入せずに、カラス除けＣＤや使わなくなったものを利用する。 

① CD ２，５５０÷１００＝２５．５０円（約２６円/枚）×２個       ＝（    ５２円）/1ストーン 

② ガムテープ芯（または塩ビ管）               

    ※ガムテープ芯（無料？）又はメリカリで販売している 

    ※※塩ビ管定尺寸法（何個取れるか？） 

                                                ＝（     円）/1ストーン 

    ③ フエルト 定尺から何枚取れるか？                   ＝（     円）/1ストーン 

    ④ 接着剤  1本から何枚作れるか？                   ＝（     円）/1ストーン 

    ⑤ 検査 はかり（重さのチェック）？                     ＝（     円）/1ストーン 

 

     ①＋②＋③＋④＋⑤ ＝  （      円） ＜ 目標原価１４５円以下 

    ※（注意）ただし、加工費、人件費、その他経費は含んでいない。 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

100 ＊塩ビ管（薄肉）VU４０ 

＊CD３枚で１００ｇ 

＊赤・青・黄・白ガムテープを巻く  

＊範囲ンの重さは、９０ｇ～１１０ｇの範囲16 

 ＊赤・青・黄・白ガムテープを巻く  

図３ アタック・ファイブゲーム ストーン立体構造図 

＊ガムテープ芯の外径が８０ｍｍ、内径７５ｍｍ、幅５０ｍｍ（ストーン高さ） 

＊プラスチック用接着剤（粘性あり） ＊プラスチック用接着剤

を塗布した後、少し乾か

してから張り合わせると

良い。特に、CD の淵。

に接着剤を塗布し、 

    割れ、掛けを防   

止する。 

フエルトは摩擦低減と 

ＣＤの補強になる。 



（補足説明） 

● アタック・ファイブのストーンの投げ方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

床に膝をついた投げ方 

床に付けずに投げる（股関節を使う） 

歳を取り運動不足になると、歩行時に歩幅が狭くなり、足が上がらなくなります。 

これは、股関節の動きが悪くなることで起きる現象です。特に、高齢者で運動不足 

の人が多いので、アタック・ファイブなどの競技（ゲーム）をすることにより、フレイル 

予防にもなりますし、改善が期待できます。 

アタック・ファイブをする際は、床に膝をついて投げる（写真 A）ではなく、 

股関節を使う投げ方（写真 B）、床に膝を付けずに投げるようにすると股関節の 

動きが改善されます。 

写真 A 

写真 B 

一般社団法人新潟県レクリエーション協会 渡辺耕司講師（写真） 

競技自体は、成立する

が股関節の改善は望め

ない。 

自分の体の状態をよく

見て、競技前に準備運動

（ストレッチ）をおこない、

決して無理をしてケガをし

ないこと。 

 

特に運動不足の人は、

ゆっくりと、やさしく体の状

態を見てストレッチを行う

こと。 

また、1 日だけでなく毎日

行うと徐々に関節、筋肉

柔らかくなる。 



◆ほか活動団体（資料参考） 

柏崎市健康づくり運動指導者クラブ 

アタックファイブでカーリングイベントが開催されました／柏崎市公式ホームページ (kashiwazaki.lg.jp) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.city.kashiwazaki.lg.jp/soshikiichiran/kyoikuiinkai/sportsshinkoka/6/5/32209.html


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

アタック・ファイブ講習会 

開催日 

令和 2年 12月 6日（日曜日) 

10時から 15時 

会場 

水戸生涯学習センター（大講座室） 

講師 

渡辺 耕司氏 

（アタック・ファイブ開発者） 

参加人数 

33名 

 

 

 

 

講習会中の様子 

 

  

 

 

 

 

 

(一社）新潟県レクリエーション協会 

渡辺耕司 講師 

 

茨城県レクリエーション協会 

大森真一 副会長 



アタックファイブ（用具やルー

ル）について 

アタック・ファイブは、円盤

（CD）に持ち手を接着したスト

ーンを、コートの前方の得点ゾー

ンに滑らせて乗せ得点を競う競技

です。室内で７メートル四方のス

ペースがあればどこでも設置で

き、どなたでも楽しむことができ

る生涯スポーツです。 

 

 

 

●用具及びコート 

１ 用具    

・ストーン：円盤（赤・白・青・黄の 4色）各５個（CD版製） 重量１個約１００グラ

ムです。 

持ち手は、ガムテープの残芯です。 

・レーン：２方向のみでも可能ですが、４方向がベストです。 

２ コート：室内で８メートル四方のスペースであればどこでも設置できます。 

 

●人数と持ちストーンの数 

競技人員は、1チーム２名～５名、４チーム（２チームでも可）で競技します。 

4チーム対抗のセットでは、８名から２０名までプレーが可能です。 

ストーンは、１チーム１色とし、５個のストーンを使用します。 

 

●ゲームの進め方 

１ 各チーム 1人の競技者が５個のストーンを 1個ずつ順番に時計回りに、中央の得点ゾー

ンに向って滑らせて入れる。すべてのストーン投入を終えたら、得点を計算し 1回戦を

終える。 

２ 1度投入したストーンは、最後の 1投を投入し終えるまでそのままにしておき、投入し

終えたストーンが、他のチームや自チームによって移動してもそのままにしておく。 

  ３ ２回戦は、前の回で得点の多かったチームが最初に投入する。後、順次時計回りに競技

する。 

   ４ ４回戦まで終えたら、審判により合計点を計算し勝敗を決める。 

 

 

 

 

 

javascript:


●得点の数え方 

  

中央枠（赤）…5点  

第 2枠（青）…3点 

第 3枠（白）…1点    

それぞれのチームの合計得点を集計して得点とする。 

【得点表】 

チーム名 1回戦 2回戦 3回戦 4回戦 合計点 順位 

赤チーム             

白チーム             

青チーム             

黄チーム             

1. 小学校３年生以下、高齢者(８０歳以上)、体の不自由な方はフロントラインから競技して

もよい。 

2. 競技の特性から相手の高得点のストーンをはじき出すことがポイントです。 

 

アタック・ファイブ 

必要な用具やルールについて 

アタックファイブ.pdf 

PDF ファイル 132.0 KB 

ダウンロード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://ibarekyo.jimdofree.com/app/download/13961672392/%E3%82%A2%E3%82%BF%E3%83%83%E3%82%AF%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%96.pdf?t=1666147193
https://ibarekyo.jimdofree.com/app/download/13961672392/%E3%82%A2%E3%82%BF%E3%83%83%E3%82%AF%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%96.pdf?t=1666147193


 

 

 

 

 

 

 

＜お願い＞ 無断で複写、配付、転送、アップロードなど、外部に公開することを禁止します。 

 


